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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
役
場
新
庁
舎
公
民
館
が
完

成
し
、
高
浜
町
に
お
い
て
は
心
機
一
転

の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
と
人
口
減
少

議 

長横
田
　
則
孝

に
伴
い
、
地
域
経
済
の
活
力
が
低

下
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
原
子
力

発
電
所
の
長
期
停
止
や
農
林
水
産

業
の
低
迷
な
ど
の
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
地
方
に
お
い
て
は
、
﹁
地
方
版

総
合
戦
略
﹂
の
策
定
を
踏
ま
え
、

人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
の

た
め
に
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

事
業
﹂
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
災
害
大
国
日
本
で
は
、
熊
本
地

震
、
鳥
取
県
中
部
地
震
な
ど
各
地

で
は
頻
繁
に
大
地
震
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
に
対
す

新
年
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
成
21
年
の
構
想
段
階
か
ら
町
民
の

皆
様
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
新
築
さ

副
議
長上

尾
　
　
郎

れ
ま
し
た
﹁
新
庁
舎
･
公
民
館
﹂

も
、
正
月
4
日
に
新
年
の
新
た
な
希

望
と
と
も
に
業
務
を
開
始
致
し
ま
し

た
。

　
高
浜
町
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
原
子
力
発
電
所
や
地
場
産
業
の

活
性
化
ま
た
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
対
策
な
ど
課
題
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
の
大
型
施
設
の
整
備
も
一
応

整
い
、
暮
ら
し
の
﹁
安
全
と
安

心
﹂
の
為
の
施
策
や
子
育
て
に
始

る
町
民
の
関
心
は
一
段
と
高
ま
り

を
見
せ
、
今
後
も
地
域
防
災
の
充

実
強
化
に
町
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
一
層
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
我
が
町
、
高
浜
町
の
将
来
を
見

据
え
、
町
民
の
皆
様
か
ら
期
待
さ

れ
る
町
づ
く
り
に
な
る
よ
う
、
真

摯
に
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ま
る
教
育
・
人
材
育
成
な
ど
、
将

来
に
向
け
た
施
策
を
進
め
る
転
換

の
年
と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

　
議
場
も
新
し
く
な
り
、
議
会
も

﹁
心
機
一
転
﹂
町
民
の
皆
様
の

付
託
に
応
え
る
べ
く
諸
課
題
に

真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

　高浜町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正し、現
在15歳までの医療費の無料化を18歳までに改めるものであ
る。町民の皆さまが、安心して子育てができる環境が整備され
ることになった。
　今後も安定的に財源を確保し、町内外へ広報し、愛着と活気
あふれる高浜町発展のための人口減少対策として期待したい。

（井上順也）

安心の子育て支援、人口減対策の推進
（平成29年４月より開始）

18歳までの子ども医療費無料化実現!!
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年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

「日本におけるこれからの原子力政策のあり方」
　～原子力発電を将来世代にどう引き継ぐか～

第
10
回
全
国
原
子
力
発
電
所

　
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

　11月10日～ 11日、東京品川プリンスホテ
ルにおいて、第10回全国原子力発電所立地議
会サミットが開催され、高浜町議会から議員
全員が参加した。
　このサミットは、「原子力発電所が立地して
いることによる様々な問題を立地自治体議会
が調査研究及び協議を行い、提言すること」を
目的に開催されている。
　今回は、10回目という節目を迎えて「日本
におけるこれからの原子力政策のあり方～原
子力発電を将来世代にどう引き継ぐか～」をメ
インテーマに５つの分科会に分かれて、原子力を含めたエネルギー政策について、それぞれ
の地域に存在する課題等の共有を図るとともに、意見交換を行った。
【各分科会の議題】
●第1分科会／福島原発事故の与えた自治体への影響と再生に向けての課題
●第2分科会／原発の再稼働と原子力防災体制の確立、安全対策の諸課題
●第3分科会／今後の原子力政策の方向性と次世代エネルギー政策の課題
●第4分科会／核燃料サイクルと放射性廃棄物の中間貯蔵・最終処分
●第５分科会／原子力発電所の廃炉計画と立地自治体の地域振興　　　　　　　（西野朋宏）

先行事例を視察調査！事業導入なるか！

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

熱
電
併
給
プ
ラ
ン
ト
視
察
見
学
実
施

　11月21日～23日、高浜町で検討を進めている「木
質バイオマス熱電併給事業詳細事業性調査」の一環と
して、町長、町議会議員、高浜町バイオマス発電導
入促進協議会委員21名がVORTER（ボルタ―）
JAPAN（ジャパン）㈱（秋田県北秋田市）を見学した。
　VORTER JAPAN社は、フィンランドで開発され
た小型木質バイオマス発電機の組立て工場である。
長さ約4.8m、幅1.3ｍ、高さ2.5ｍの発電機である。木質チップを燃料に効率よく電気と熱
を作り出す。1台の発電機のチップ消費量は１日約0.9tで、一般家庭30世帯相当の電力を
まかなえる。1台の価格は約3,500万円。近くの山から得た木材燃料を使って集落の電気を
作り、さらに余熱を利用できる発電機は全国のモデルとして期待されている。
　高浜町では平成25年度より事業化の実現可能性について調査検討を進めてきた結果、一
定の可能性はあると判断し、330kW程度の小規模ガス化木質バイオマス熱電併給事業の導
入を推進しているが、昨年度の調査結果を踏まえ、課題や内容変更などについて再度検討し、

平成30年には整備を行うとしている。「熱電併
給施設（道の駅西側民間所有地予定）」及び「ペ
レット製造施設（町外を検討）」、「嶺南地域全体
での取り組み」などの最終的な詳細調査を実施
し、今回の先行事例の調査結果を踏まえ基本計
画の取りまとめを行う予定である。（大塚ひとみ）

サミットのメイン会場
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議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

同意第4号

発議第2号

予算決算

厚生文教

厚生文教

総務産業

総務産業

総務産業

厚生文教

厚生文教

厚生文教

－

－

関連ページ

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

P10

P12

P12

P11

P11

P11

P12

P12

P12

－

P4

平成28年度高浜町一般会計補正予算（第4号）

平成28年度高浜町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

平成28年度高浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

高浜町花制定条例の一部を改正する条例

高浜町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

高浜町町税条例等の一部を改正する条例

高浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

高浜町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

高浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

監査委員の選任（松本有策氏）

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

審議した委員会議 案 件 名 本会議採決結果

12月定例会では以下の議案を慎重審議しました

本
会
議
で
の
討
論

　
子
育
て
支
援
の
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
及
び
和
田
駅
か
ら
和
田
ビ
ー
チ
ま
で
の
道

路
整
備
に
期
待
す
る
。

　　
町
長
選
挙
公
約
の
子
ど
も
医
療
費
を
18
歳

ま
で
拡
大
す
る
政
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
事
業
化
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た

い
。

　
今
後
は
窓
口
段
階
で
の
無
料
化
に
取
組
ん

で
欲
し
い
。

　
子
ど
も
医
療
費
無
料
年
齢
を
15
歳
か
ら
18

歳
ま
で
に
引
き
上
げ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

さ
ら
に
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
病
院
窓

口
で
無
料
と
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
新
規
人
員
確
保
の
直
接
的
原
因
に
な
る
の

か
は
、
疑
問
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
議
員
年

金
制
度
に
な
ら
ぬ
よ
う
慎
重
か
つ
細
か
い
制

度
設
定
な
ど
を
求
め
る
意
見
を
申
し
上
げ
た

う
え
で
、
賛
成
。

議
案
第
64
号

討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

児
玉
千
明 

議
員

井
上
順
也 

議
員

議
案
第
71
号

討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

小
幡
憲
仁 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

発
議
第
2
号

討
論

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

議会傍聴に
お越しください!
議会傍聴に
お越しください!
会議当日、議会事務局にて受付致します。
事前予約は不要です。次回定例会は3月です。

高浜町議会事務局　☎0770（72）7710

http://www.town.takahama.fukui.jp/index.html
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原子力防災や訓練、
日頃の防災の心得などに
関する情報

防災情報

警報・注意報や土砂災害、
避難情報、クマ出没などに
関する情報

緊急情報 防災情報

原子力防災や訓練、
日頃の防災の心得などに
関する情報

防災情報

防災情報

結婚や子育て、介護、医療、
住まい、仕事など町の支援
制度やサービス等に
関する
情報

町政情報防災情報

町内の各種イベントや
観光に関する情報

イベント情報

上記のようないろんな情報の
中から必要なものだけを
選択して登録すること
ができます。

　
　

12
月
１
日
よ
り
、
高
浜
町

一
斉
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
利
用
方
法

は
わ
か
り
や
す
い
か
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
問
題
が
な
い

か
。
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

　
　

利
用
方
法
は
、
専
用
の

Q
R
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
、

ま
た
は
、
専
用
ア
ド
レ
ス
へ

の
空
メ
ー
ル
に
よ
り
登
録
画

面
に
進
み
、
手
順
に
沿
っ
て

希
望
す
る
情
報
を
選
択
す
る
。

気
象
や
災
害
、
ク
マ
の
出
没

な
ど
緊
急
的
な
情
報
や
、
公

共
交
通
機
関
の
運
行
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
配
信

し
て
い
く
。

　

メ
ー
ル
の
利
点
と
し
て
必

要
な
方
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
を
提
供
で
き
る
た
め
効
率

的
に
発
信
で
き
る
。

　

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

J
I
S
の
認
定
を
受
け
、
情

報
の
取
り
扱
い
を
適
切
に
行

う
体
制
を
整
備
し
て
い
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
厳
重
に

管
理
さ
れ
る
。

　

広
報
た
か
は
ま
裏
面
へ
の

毎
号
掲
載
と
合
わ
せ
、
登
録

方
法
の
チ
ラ
シ
設
置
や
イ
ベ

ン
ト
と
連
携
し
た
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

メール配信サービス、利用法と
セキュリティ対策について

Q

QA

　
　

地
震
や
水
害
、
テ
ロ
な
ど

が
起
き
て
も
重
要
な
業
務
を
途

切
れ
さ
せ
な
い
こ
と
や
中
断
し

た
場
合
で
も
早
期
に
再
開
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
高
浜
町

役
場
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画

の
作
成
は
ど
の
く
ら
い
進
ん
で

い
る
か
。

　
　

今
後
は
、
優
先
業
務
の

整
理
等
、
先
の
計
画
に
お
い

て
作
成
し
た
業
務
内
容
を
現

状
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
作

業
を
進
め
て
行
く
予
定
を
し

て
い
る
。

　

　
　

高
浜
町
は
、
こ
の
数
十
年

間
大
規
模
な
災
害
を
経
験
し
て

お
ら
ず
、
他
の
地
域
に
比
べ
る

と
外
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が
、
実
践
的
な
受
援
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

現
在
、
当
町
の
地
域
防

災
計
画
に
お
い
て
は
、
現
在
、

社
会
福
祉
協
議
会
と「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
運
営
が
行
え
る
よ
う
に
役

割
分
担
を
定
め
た「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
中
で
あ

る
。

Q

Q

A

A

磯部 武史 議員

高浜町役場における業務継続計画
（ＢＣＰ）についてQ

A 優先業務を整理して、先に作成した
計画との整合を図っていく西野 朋宏 議員

A 個人情報は安全性の高い
データセンターで厳重に管理

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

災害対策本部

日赤奉仕団による炊き出し訓練
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青葉山麓の天然杉

　
　

第
９
期
核
燃
料
税
交
付
金

の
新
た
な
配
分
内
容
。

　
　

従
来
の
立
地
市
町
3
対

周
辺
市
町
1
の
割
合
が
、
立

地
市
町
7
対
周
辺
市
町
1
の

割
合
に
配
分
変
更
と
な
り
平

成
29
年
度
の
交
付
見
込
額
が

概
算
で
6
億
7
千
万
円
程
度

と
2
億
1
千
万
円
余
り
の
増

額
と
な
っ
た
。

　
　

青
葉
山
麓
の
天
然
杉
調
査

の
状
況
は
。

　
　

個
体
数
1
4
0
確
認
。

交
配
さ
れ
ず
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
残
存

可
能
性
で
希
少
価
値
の
高
い

遺
産
物
と
し
て
期
待
が
か
か

る
。

青葉山天然スギ調査はQ
A

QA

A Q

　
　

近
年
山
林
の
境
界
を
知
っ

て
い
る
人
が
減
っ
て
い
る
中

で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
と
情
報
通
信

技
術
の
活
用
に
よ
る
森
林
境
界

保
全
の
た
め
の
整
備
支
援
事
業

が
実
施
さ
て
い
る
が
、
画
期
的

で
注
目
し
て
い
る
。

①
進
捗
状
況
、
鎌
倉
区
・
六
路

谷
区
で
の
実
績
は
。

②
来
年
度
以
降
、
他
地
区
で
の

実
施
計
画
は
。

③
高
浜
町
山
林
境
界
情
報
保
全

事
業
と
の
連
携
は
。

④
土
地
の
境
界
に
詳
し
い
方
が

お
元
気
な
う
ち
に
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
。

Q

A

ＤＮＡ結果に期待大
山本 富夫 議員

森林境界保全事業の加速化をQ
A 必要性・緊急性を重視し、国・県補
助金の予算確保を積極的に要望する大塚 ひとみ 議員

　
　

①「
れ
い
な
ん
森
林
組

合
」が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、

約
70
％
の
進
捗
率
で
、
現
地

立
会
い
の
後
の
測
量
に
着
手

し
て
い
る
。

②
横
津
海
区
、
関
屋
区
か
ら

要
望
が
あ
り
準
備
を
進
め
て

い
る
。
広
報
等
で
周
知
し
希

望
地
区
を
募
る
。

③
地
域
の
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、
要
望
や
同
意
状
況
を

踏
ま
え
森
林
組
合
と
実
施
地

区
の
協
議
を
図
り
連
携
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
た
い
。

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

簡易GPS機器を使っての測量
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和田ビーチ交差点部

　
　

老
朽
化
し
手
狭
と
な
っ
た

高
浜
・
和
田
保
育
所
を
移
転
新

築
し
、
認
定
子
ど
も
園
と
し
て

整
備
す
べ
き
。

　
　

来
年
度
に
整
備
計
画
を

取
り
ま
と
め
る
。
早
け
れ
ば

平
成
32
年
度
に
開
園
で
き
る

よ
う
認
定
子
ど
も
園
と
し
て

整
備
を
進
め
る
。

■
教
育
長
の
所
信
に
つ
い
て

　
　

新
教
育
長
の
所
信
と
義
務

教
育
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
方
針
を
問
う
。

　
　

前
教
育
長
の
方
針
を
引

き
継
ぐ
。
高
浜
町
の
発
展
に

は
町
民
が
こ
の
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
協
働
し
て
町
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
。

そ
の
土
台
と
な
る
人
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

　

義
務
教
育
の
課
題
解
決
と

し
て
、
学
校
の
指
導
体
制
の

充
実
、
教
員
の
質
の
向
上
、

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

に
取
り
組
む
。

■
防
災
士
の
確
保
と
組
織
的

活
用
に
つ
い
て

　
　

防
災
士
を
一
定
数
確
保
し

組
織
化
し
て
活
用
す
べ
き
。

　
　

ま
ず
は
自
主
防
災
組
織

の
結
成
に
取
り
組
み
、
そ
の
後

防
災
士
の
組
織
化
に
取
り
組
む
。

認定子ども園の早期整備を求めるQ

QQ A

QA

A

　
　

都
市
計
画
道
路
網
の
見
直

し
に
よ
る
観
光
環
境
の
充
実
策

と
し
て
、
和
田
ビ
ー
チ
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
及
び
交
差
点
部
の

拡
張
は
で
き
な
い
か
。

　
　

和
田
駅
か
ら
和
田
海
岸

道
路
ま
で
の
道
路
整
備
は
、

ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
取
得
に
よ

る
観
光
地
と
し
て
の
質
、
量

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
住

民
の
方
と
調
整
を
図
り
、
ア

ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
臨
時
派
出

所
の
移
設
は
、
早
期
に
整
備

方
針
を
ま
と
め
る
。

■
L
E
D
外
灯
の
促
進
を

　
　

電
気
料
金
の
低
減
と
電
灯

器
具
、
電
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
対
策
と
し
て
外
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
で
き
な
い
か
。

　
　

外
灯
省
電
力
化
推
進
事

業
を
始
め
て
7
年
間
で
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
3
分
の
1
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
各
区

の
要
望
に
応
じ
て
、
予
算
の

増
額
、
現
行
制
度
の
見
直
し

も
検
討
す
る
。

■
嶺
南
広
域
連
携
に
つ
い
て

　
　

嶺
南
広
域
連
携
の
検
討
、

進
捗
状
況
、
方
向
性
は
。

　
　

平
成
28
年
度
中
に
、「
広

域
連
合
」を
設
立
し
、
平
成
29

年
4
月
か
ら
事
業
開
始
で
進

め
て
い
た
が
、
広
域
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
市
町
間
の

考
え
方
に
開
き
が
あ
り
、
広

域
連
合
の
設
立
は
延
期
し
た
。

現
在
、
若
狭
町
以
西
の
4
市

町
で「
可
燃
ご
み
処
理
事
業
」

に
つ
い
て
共
同
処
理
を
行
な

う
新
組
合
設
立
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

QA

AQ QA

小幡 憲仁 議員

和田ビーチへの
アクセス道路の拡張はできないかQ

A 住民の方々と調整し事業を推進する
井上 順也 議員

A 出来るだけ早期に整備を進める

整備方針が決まった高浜・和田保育所

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会
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0

5
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35

40
（人）

和田

高浜

音海

小黒飯

内浦

20代

1
1
1
1
30代

1
1

4

40代

1

4

4

50代

5

4

3

8

60代

5

4

7

9

13

70代

8

1
3

6

5

80代

9

3

1

9

4

90代

2
1

◆漁師 年代別人数
和田
1
4
4
8
13
5
4
0
39

1
1
4
3
9
6
9
0
33

0
0
0
4
7
3
1
0
15

1
1
1
0
4
1
3
1
12

1
0
0
5
5
8
9
2
30

4
6
9
20
38
23
26
3
129

高浜 音見 小黒飯 内浦 計
20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

計

※漁師人数は若狭高浜漁協からの聞き取りに
　よるものであり、組合員数ではありません。

H28.11.4現在

　
　

原
子
力
規
制
委
員
会
が
高

浜
原
発
１
、
２
号
機
の
40
年
を

超
え
る
延
長
運
転
を
認
可
し

た
。
安
全
性
よ
り
も
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
優
先
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
１
、
２
号
機
は
老

朽
化
し
て
い
る
。
町
民
の
安
全

性
を
考
え
る
な
ら
延
長
運
転
は

止
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

事
業
者
、
国
が
運
転
延

長
の
必
要
性
を
説
明
す
べ
き
。

町
と
し
て
は
、
事
業
者
の
安

全
対
策
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
そ
の
理
解
活
動
等
を

確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応

し
て
い
く
。

■
就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　

生
活
困
窮
世
帯
に
た
い
す

る
就
学
援
助
事
業
の「
入
学
準

備
金
」は
毎
年
６
月
頃
に
支
給

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
支
度

に
間
に
合
わ
な
い
。
３
月
ま
で

に
は
支
給
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

支
給
時
期
の
前
倒
し
に

つ
い
て
、
他
の
市
町
村
の
事

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

高浜１、２号機の延長運転拒否をQ
A

Q

Q

A

A

　
　

漁
師
の
高
齢
化
の
問
題
は

新
規
参
入
者
が
少
な
い
為
目
立

つ
。
そ
の
対
策
は
。

　
　

新
規
漁
業
就
業
定
着
助

成
制
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
改
善
、
定
置
網
か
ら
漁

師
に
定
着
、
6
次
化
に
よ
り

収
入
向
上
、
省
力
エ
ン
ジ
ン

の
補
助
制
度
の
利
用
、
又
は

実
施
し
て
い
く
。

QA

QAQA

判断材料が整っていない
渡邊　 孝 議員

高齢化している漁師の問題点と
その打開策を問うQ

A 漁師の収入向上を目指し、
意欲のある人には支援していく釣本 音次 議員

　
　

伝
承
さ
れ
て
き
た
漁
法
や

漁
場
を
記
録（
D
V
D
等
）し
て

残
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

漁
協
と
考
え
て
い
く
。

　
　

漁
業
は
販
売
業
務
に
活
路

が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

や
る
気
の
あ
る
業
者
に

は
積
極
的
に
応
援
す
る
。

高浜発電所1・2号機

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会
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首長が直接教育長を任命することに
より、任命責任が明確化

※教育長については、所信表明など丁寧な手続を期待

議会
教育長

首長

委員

教育委員会
同意
（※）

教育長を
任命

教育委員
を任命

　
　
町
内
の
子
供
の
遊
び
場
が

充
分
で
な
い
と
考
え
る
が
、
町

は
ど
う
い
っ
た
考
え
か
。

　
　
町
内
い
た
る
と
こ
ろ
に

あ
る
が
、
高
学
年
か
ら
低
学

年
ま
で
縦
の
関
係
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

る
環
境
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
公
園
整
備

と
掲
げ
て
い
る
が
、
城
山
再

整
備
く
ら
い
し
か
見
受
け
ら

れ
な
い
。
現
状
は
ど
う
か
、

進
展
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
も
重
要
な
位

置
づ
け
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
再
整
備
や
機
能
充

実
に
努
め
る
。
子
育
て
世
代

を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
役
場
内
で

ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
検
討
を
進

め
る
。

　
　
民
間
委
託

な
ど
、
地
域
や

利
用
者
に
運
営

管
理
を
委
託
で

き
な
い
か
。

　
　
公
園
の
立

地
や
属
性
に
よ

り
、
馴
染
ま
な

い
可
能
性
も
あ

る
が
、
今
後
も

地
域
住
民
の
協

力
を
賜
り
た

い
。

子供の遊び場や公園の整備をQ

QQ A

A

A Q

　
　
教
育
長
の
所
信

を
伺
う
。

　
　
保
育
所
と
小
学

校
と
の
連
携
を
深
め

て
、
幼
児
期
か
ら
高

校
卒
業
ま
で
を
接
続

し
た「
18
年
教
育
」を

目
指
し
、
社
会
で
活

き
る
力
を
つ
け
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

正
し
い
使
い
方
の
普

及
。
ま
た
、
青
少
年

育
成
や
学
校
教
育
の

関
係
団
体
と
の
連
携

を
密
に
、
社
会
教
育

の
活
性
化
を
図
る
。

　
　
郷
土
愛
に
よ
る「
住
み
続

け
た
い
心
」を
育
む
教
育
を
。

　
　
子
供
達
の
郷
土
愛
を
育

む
教
育
環
境
と
、
中
･
高
生

や
若
者
が
町
に
関
心
を
持
っ

て
関
り
、
活
躍
で
き
る
場
の

提
供
。

■
子
育
て
支
援
課
と
子
ど
も

子
育
て
基
金
の
設
置
を

　
　
子
育
て
支
援
に
係
る
事

業
や
補
助
・
助
成
の
包
括
的

な
担
当
課
と
、
財
政
的
基
盤

安
定
の
為
に
基
金
の
設
置
を
。

　
　
課
題
ご
と
の
専
門
部
署

の
設
置
は
現
実
に
困
難
で
あ

る
が
、
子
育
て
部
署
の
組
み

合
わ
せ
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
為
に
検
討
の
必
要
は
あ

る
。
財
源
は
、
国
県
補
助
金

や
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
な
ど

既
存
の
基
金
の
積
み
増
し
で

対
応
。

◆
高
浜
漁
港
再
整
備
の
事
業

費
や
計
画
に
つ
い
て
質
問
。

QQQ AA

児玉 千明 議員

新制度による教育行政の方向性はQ
A 町長と教育委員会の繋がりを
強固とした教育体制・人材育成を上尾 德郎 議員

A ワーキンググループを立ち上げ検討

休日には遊び場を求めて町外に出ることが多いのが現状

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会
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◇
12
月
12
日（
月
）

●
議
案
第
64
号

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
は
8
9
5
9
万
6
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
1
5
7
億
5
1
7
9
万
8

千
円
と
す
る
。

【
総
務
費
】

　

41
億
7
0
0
0
万
程
度
と
な
っ
た
。
ま
た

新
庁
舎
の
維
持
費
は
床
清
掃
、
ガ
ラ
ス
清
掃

な
ど
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

予算決算
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  粟野 明雄

国体トライアスロン
プレ大会のコースは

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る
な
ど
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。（
議
員
か
ら
は
業
者
を

介
在
さ
せ
ず
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

付
け
加
え
ら
れ
た
。）

　

有
線
の
ス
タ
ジ
オ
を
31
年
2
月
ご
ろ
ま
で

使
用
す
る
の
で
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
維
持
し

て
い
く
。
そ
の
ほ
か
の
利
用
は
考
え
て
い
な

い
。（
議
員
か
ら
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
管

理
を
す
る
よ
う
に
要
望
が
出
た
。）

　

新
庁
舎
へ
入
る
と
き
に
は

左
折
で
入
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
右
折
イ
ン
・
右

折
ア
ウ
ト
は
で
き
な
い
。

　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用

券（
1
万
8
千
円
）が
支
給
さ

れ
る
が
、
そ
の
後
の
支
援
は

な
い
。

【
民
生
費
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ア
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
が
、
全
て
を

対
象
と
す
る
。

新庁舎外観

右折進入禁止看板

役
場
新
庁
舎
・
公
民
館
の
事
業
費
の
総
額
は
い

く
ら
か
。

旧
庁
舎
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

新
庁
舎
移
転
に
伴
っ
て
、
道
路
事
情
が
変
わ
る

こ
と
に
よ
る
対
応
は
。

町
道
の
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

国
体
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

会
場
敷
地
整
備
設
計
委

託
料
で
、
プ
レ
大
会
の

コ
ー
ス
は
本
番
と
同
じ

か
。

旧
庁
舎
の
備
品
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
、
町
民

の
財
産
で
あ
る
の
で
、
町
民
に
売
り
払
い
を
し

て
は
ど
う
か
。
町
内
の
集
会
所
な
ど
の
備
品
に

な
る
も
の
を
優
先
し
て
は
ど
う
か
。
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
か
け
た
ら
ど
う
か
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

現
在
、
土
地
所
有
者
の
全
員
か
ら
の
賛
同

を
求
め
て
い
る
。

【
土
木
費
】

　

新
庁
舎
周
辺
道
路
新
設
事
業
の
、
大
西
線

の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
和
田
の
臨
港

線
の
道
路
改
良
は
こ
れ
か
ら
地
権
者
の
方
に

ル
ー
ト
を
示
す
。

【
教
育
費
】

　

本
大
会
と
同
じ
コ

ー
ス
に
な
る
が
、
距

離
は
周
回
数
を
少
な

く
し
て
、
本
大
会
の

半
分
で
行
う
。
ま
た
、

安
全
確
保
の
面
か
ら

医
師
・
看
護
師
・
病
院
・

消
防
署
な
ど
の
体
制

が
必
要
で
あ
り
、
地

元
和
田
地
区
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご

協
力
が
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
支
援
事
業
は

継
続
的
に
さ
れ
る
か
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
で

対
象
者
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ

れ
る
か
。

土
地
改
良
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

■トライアスロンコース図案（プレ大会）
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論
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11 第 129 号

三重リサイクルセンター視察

◇
12
月
6
日（
火
）

●
議
案
第
68
号

■
高
浜
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
手
当
等
の
追
を

行
う
条
例
。
ラ
ス
パ
イ
ラ
ス
指
数
は
県
内
下

か
ら
2
番
目
で
改
善
の
余
地
あ
り
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
。

◇
12
月
13
日（
火
）

●
議
案
第
67
号

■
高
浜
町
花
制
定
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

町
木
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
杜
仲
が
条

総務産業
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

民設一般ごみ処理
施設はレベルが高い

例
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し

制
定
の
運
び
と
な
っ
た
。

●
議
案
第
69
号

■
高
浜
町
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

医
療
費
控
除
の
特
例
は
、①
予
防
接
種
を

受
診　

②
会
社
の
定
期
健
診　

③
保
険
者
の

定
期
健
診
の
受
診　

④
特
定
検
診　

⑤
人
間

ド
ッ
ク
受
診
の
5
つ
の
ど
れ
か
の
検
診
が
必

須
事
項
で
、
対
象
と
な
る
一
般
医
薬
品
に
ス

イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
と
し
て
1
万
2
千
円

〜
8
万
８
千
円
ま
で
が
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
る
。
期
間
は
平
成
30
年
度
〜
34
年
度
の

予
定
。
薬
局
で
の
領
収
書
が
必
要
と
な
る
。

●
三
重
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
大
栄
環
境
グ
ル
ー
プ
）

　

一
般
ご
み
の
焼
却
処
分
に
つ
い
て
嶺
南
広

域
で
取
り
組
む
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
公
設
公
営
、
公
設
民
営
、
民
設
民
営
の

三
つ
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
、
視
察
先
に
選
ん
だ
の
は
廃
棄
物
処

分
で
は
関
西
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
企
業

と
し
て
、
企
業
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
の

一
般
ご
み
の
処
分
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

中
で
も
、
処
理
熱
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
サ

ー
マ
ル
発
電
を
行
う
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
は
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

 

・
焼
却
施
設
…
6
3
6
t
／
日
の
ご
み
を

焼
却

 

・
焙
焼
施
設
…
1
8
7
t
／
日
の
焼
却
灰

や
汚
染
土
壌
を
1
1
0
0
℃
の
高
熱
で
焼
成

し
無
害
化
、
土
木
資
材（
路
盤
材
、
土
壌
改

良
剤
）に
リ
サ
イ
ク
ル

 

・
乾
燥
施
設
…
含
水
率
の
高
い
汚
泥
を
焼

却
施
設
の
熱
で
乾
燥
1
0
0
t
／
日

 
・
炭
化
施
設
…
乾
燥
汚
泥
を
炭
化
し
肥
料

と
し
て
活
用
30
t
／
日

 

・
発
電
施
設
…
焼
却
炉
の
熱
に
よ
り
プ
ラ

ン
ト
内
の
電
力
を
す
べ
て
ま
か
な
っ
て
い
て

4
0
0
0
k
w
h
の
自
家
発
電
さ
れ
て
い

た
。

 

・
D
B
O
方
式（
公
共
が
資
金
調
達
、
設
計
・

建
設
、
運
営
を
民
間
）に
よ
り
、
委
託
者
の

コ
ス
ト
削
減
を
実
施
、
建
屋
を
建
て
な
い
分

経
費
が
安
い（
数
億
か
か
る
こ
と
も
あ
る
）、

メ
ン
テ
も
し
や
す
い
。

 

・
メ
ー
カ
ー
に
頼
む
と
メ
ン
テ
業
者
を
抱

え
て
い
る
の
で
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
下
げ
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
回
収
し
よ
う
と
す
る
↓
自
社
で

メ
ン
テ
を
す
る
と
1
／
10
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。

 

・
地
域
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
周
辺
自

治
体
か
ら
も
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
と

認
知
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
利
用
を
希
望
す

る
自
治
体
が
出
て
き
て
拡
大
の
必
要
が
生
じ

て
も
、
信
頼
を
得
て
い
る
た
め
、
許
認
可
や

住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
環
境
が
で
き
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
得

ら
れ
る
と
い
う
、
良
好
な
連
鎖
が
生
じ
て
い

る
。

 

・
広
域
行
政
に
町
か
ら
視
察
要
請
す
る
よ

う
議
会
か
ら
依
頼
あ
り
。

 

・
毎
日
視
察
が
あ
り
多
い
日
は
8
団
体
も

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
の
若
狭
広
域
事
務
組
合
の
設
立
が
問

わ
れ
る
中
、
広
域
処
理
施
設
の
在
り
方
と
し

て
三
重
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
参
考
に

し
、
実
施
す
べ
き
と
委
員
か
ら
の
意
見
は
多

く
あ
っ
た
。

総
務
産
業
視
察
報
告
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12第 129 号

◇
12
月
15
日（
木
）

■
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・
佐
々
木
原
子
力

広
報
室
長
か
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
要
に
あ
る
も
ん
じ

ゅ
の
あ
り
方
が
論
議
さ
れ
る
と
き
で
あ
る

の
で
、国
策
の
現
状
を
学
ぶ
こ
と
と
し
た
。

　

使
用
済
み
燃
料
は
、
そ
の
ま
ま
処
分
す

る
と
有
害
度
は
10
万
年
続
く
が
、
高
速
炉

サ
イ
ク
ル
で
再
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

資
源
の
有
効
利
用
・
有
害
度
も
3
0
0
年

程
度
に
な
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。

使
用
済
燃
料
は
、
乾
式
貯
蔵
が
有
効
で
あ

原子力対策
特別委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  粟野 明雄

核燃料サイクルの
国 の 方 針 を 聞 く

り
委
員
も
、
乾
式
貯
蔵
が
安
心
と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。

■
関
西
電
力
高
浜
発
電
所
の
現
状
に
つ
い

て
、
所
長
ら
6
名
の
出
席
の
も
と
説
明
を

受
け
た
。

　

高
浜
1
・
2
号
機
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
向
上
対
策
工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
こ
と
。
3
号
機
に
つ
い
て
は
第
２
２

回
の
定
期
検
査
を
始
め
た
。

　

中
長
期
対
策
で
は
、
緊
急
時
対
策
所
設

置
工
事
。
免
振
事
務
棟
設
置
工
事
。
特
定

重
大
事
故
対
処
施
設
設
置
工
事
な
ど
が
行

わ
れ
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

◇
12
月
14
日（
水
）

●
議
案
第
65
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、
な
ら
び

に
、
一
般
、
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養

費
の
給
付
額
の
不
足
分
の
増
額
で
あ
る
。

　

理
由
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

●
議
案
第
66
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

過
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

厚生文教
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

子 ど も 医 療 費 の
助 成 制 度 を 拡 大

納
付
金
等
の
計
上
で
あ
る
。

　

広
域
連
合
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。
福

井
県
全
部
が
加
入
を
し
て
い
る
。
各
市
町

が
保
険
料
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
70
号

■
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
民

税
の
課
税
特
例
と
し
て
、
特
例
適
用
利
子

等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
に

つ
い
て
計
算
の
対
象
と
す
る
も
の
。

●
議
案
第
71
号

■
高
浜
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
の
健
や
か
な
育
成
に
資
す
る
た

め
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
ま
で
の

方
が
全
て
対
象
で
あ
る
。
町
長
の
英
断
を

評
価
す
る
。

●
議
案
第
72
号

■
高
浜
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

義
務
教
育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
者

を
追
記
。
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13 第 129 号

◇
12
月
16
日（
金
）

　

当
委
員
会
で
は
、
滋
賀
県
高
島
市
の
視

察
を
行
っ
た
。

　

以
前
に
も
恒
久
柵
の
先
進
地
と
し
て
伺

っ
た
が
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

滋
賀
県
西
部
・
南
部
の
5
市
で
地
域
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
獣
種
に
よ
る

被
害
状
況
を
調
査
し
軽
減
目
標
を
定
め
、

防
止
対
策
に
つ
い
て
の
課
題
を
各
市
ご
と

に
ま
と
め
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
。

　

侵
入
防
止
柵
に
つ
い
て
は
各
市
ご
と

に
、
毎
年
設
置
を
行
い
今
後
も
設
置
計
画

は
続
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
防
止
柵
も
改
良

特別委員会レポート
　　　　　　　　　　　委員長  井ノ元 康夫

地 域 住 民 と の
連 携 が 必 要

が
進
ん
で
い
る
。
防
止
柵
の
高
さ
は
2
ｍ

の
支
柱
上
部
に
0.5
ｍ
の
電
気
部
を
足
し
た

2.5
ｍ
を
標
準
と
し
て
い
る
。
維
持
管
理
は

地
元
住
民
と
維
持
管
理
協
定
書
を
締
結
し

て
定
期
的
な
草
刈
や
見
回
り
を
行
い
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
捕
獲
に
つ
い
て
は
猟
友
会
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に
捕
獲
免
許
保

持
者
が
高
齢
化
し
減
少
す
る
中
で
、
20
代

か
ら
80
代
ま
で
均
等
に
お
ら
れ
組
織
力
の

あ
る
事
を
聞
い
た
。

　

現
場
に
移
動
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
掘
り
返

し
を
防
ぐ
為
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
強

固
な
柵
を
確
認
し
た
。
現
場
の
状
況
は
、

耕
作
地
と
山
際
を
倒
木
防
止
や
電
気
漏
電

防
止
な
ど
の
為
幅
広
く
伐
採
し
て
あ
り
、

獣
の
習
性
を
利
用
し
た
設
置
方
法
で
あ
る

事
が
確
認
出
来
た
。
維
持
管
理
は
、
農
家

だ
け
で
は
な
く
、
集
落
ぐ
る
み
で
協
力
す

る
事
を
お
願
い
し
て
い
た
。

鳥獣害対策

◇
12
月
15
日（
木
）

　

委
員
会
は
総
合
戦
略
に
関
す
る
平
成
28

年
度
着
手
事
業
及
び
平
成
29
年
度
実
施
予

定
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。

　

U
タ
ー
ン
促
進
と
し
て【
同
窓
会
開
催

事
業
支
援
等
補
助
事
業
】は
1
件
で
16
名

の
実
施
が
あ
っ
た
。【
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ

情
報
発
信
事
業
】【
若
狭
和
田
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
運
営
補
助
事
業
】【
里
山
里

海
湖
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
】【
結
婚
祝
い
金
交
付

事
業
】【
婚
活
・
恋
活
支
援
事
業
補
助
金
】

等
の
実
績
報
告
が
あ
っ
た
。

　

29
年
度
事
業
予
定
と
し
て【
子
供
医
療

人口減少問題対策調査
特別委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

平成28年度、29年度
総 合 戦 略 を 議 論

費
助
成
】と
し
て
18
歳
ま
で
医
療
費
全
額

補
助
。【
奨
学
金
事
業
】な
ど
も
検
討
中
で

あ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

地
域
医
療
の
取
り
組
み
と
し
て
和
田
診

療
所 

井
階
医
師
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ

ア
の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
。

 

・
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
塾

 

・
健
康
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー

 

・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
友
好
都
市

に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
を
参

考
に
健
康
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
成
果

に
つ
い
て
の
確
認
を
し
た
。
委
員
会
の
最

終
的
な
ま
と
め
も
あ
り
3
月
定
例
議
会
で

の
中
間
報
告
を
実
施
す
る
。

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

健康まちづくりアカデミー
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と
同
じ
60
m
で
行
い
、必
要
な
ら
延
長
す
る
。

　
　
　
　
　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で
、
一

軒
家
を
借
り
る
場
合
、
賃
貸
だ
っ
た
が
、

途
中
で
買
取
に
変
わ
っ
た
。

　
　
　

行
政
に
賃
貸
で
利
用
で
き
る
よ
う
改

善
提
案
す
る
。。

　
　
　
　
　
仕
事
は
あ
る
、
住
む
と
こ
ろ

が
な
い
。
住
む
と
こ
ろ
が
な
さ
す
ぎ
。
定

住
で
き
る
環
境
を
。

　
　
　

若
者
を
定
着
さ
せ
る
政
策
が
必
要
だ

と
思
う
。
ア
パ
ー
ト
で
は
な
く
空
き
家
を
利

用
す
る
現
行
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
町
外
か
ら
来
て
結
婚
が
し
や

す
く
、
子
供
を
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え

て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

議
会
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
努
力
し

た
い
。
町
民
も
声
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
鳥
獣
害
予
算
は
平
成
28
年
度

は
い
く
ら
で
来
年
も
あ
る
の
か
。

　
　
　

総
額
１
億
円
は
超
え
て
い
る
と
思

う
。
下
が
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
防
護
柵
の
補
助
金
は
申
請
す

れ
ば
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
先
着
順
な
の

か

　
　
　

最
近
は
予
算
が
足
ら
な
い
事
は
な

い
。
但
し
補
助
額
に
制
限
が
あ
る
。

　
　
　
　
　「
広
報
た
か
は
ま
」の
他
に
配

り
物
が
8
〜
9
枚
来
る
。
配
り
物
を「
広

報
た
か
は
ま
」に
集
約
で
き
な
い
か
。

　
　
　

秋
は
イ
ベ
ン
ト
事
が
多
い
。
各
団
体

か
ら
配
布
物
が
出
て
い
る
。
集
約
が
出
来
な

い
事
情
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
し
く
出
来
る
日
引
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
防
波
堤
は
、
浮
防
波
提
と
同

じ
長
さ
と
聞
い
て
い
る
が
も
う
少
し
延
長

し
な
い
と
防
波
堤
と
し
て
機
能
を
し
な
い

の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
工
事
予
定
は
。

　
　
　

平
成
25
〜
29
年
ま
で
基
礎
部
の
捨
て

石
作
業
が
進
行
中
で
、
旧
浮
防
波
堤
の
長
さ

　
　
　

中
央
体
育
館
が
完
成
す
れ
ば
多
少
改

善
す
る
。
当
施
設
は
補
助
金
の
関
係
上
、
目

的
外
使
用
は
３
年
ぐ
ら
い
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
文
化
会
館
の
駐
車
場
が
満
杯

の
時
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
利
用
出
来
れ
ば
便
利
。

　
　
　

赤
ふ
ん
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
対
策
で
、
平

成
29
年
4
月
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
は
。

　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
無
償
が
、
18
歳
ま

で
拡
大
。
保
育
料
は
第
3
子
以
上
は
無
料
に

加
え
第
2
子
は
無
条
件
で
半
額
。

　
　
　

有
線
放
送
設
備
が
あ
る
為
、
数
年
は

そ
の
ま
ま
。
跡
地
の
利
用
は
未
定
。

　
　　

　
　
　
　
中
央
区
で
は
人
口
減
少
化
に

よ
り
、
区
長
等
の
役
員
不
足
で
あ
る
。
区

長
報
酬
を
上
げ
て
み
れ
ば
。

　
　
　

ど
の
地
区
も
同
じ
で
難
し
い
問
題
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
中
津
海
の
国
道
交
差
点
に
お

い
て
、
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
予
算
化
さ
れ
た
の
で
、

改
善
す
る
。
国
道
交
差
点
の
改
良
を
国
に
要

望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
南
区
の
神
社
前
踏
切
付
近
の

歩
道
を
車
道
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
て
歩
道
と
な
っ

た
が
、
改
め
て
区
長
と
相
談
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
高
浜
町
火
葬
場
の
建
替
計
画

は
。

　
　
　

嶺
南
広
域
で
や
る
事
と
な
っ
て
い
る

が
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
観
自
庵
の
付
帯
決
議
の
意
義

に
つ
い
て
。

　
　
　

付
帯
条
件
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
監

視
し
て
い
く
。

た
い
。

　
　
　
　
　
湯
谷
の
雨
水
対
策
施
設
は
。

　
　
　

高
浜
駅
周
辺
の
冠
水
対
策
用
設
備
と

し
て
湯
谷
集
会
所
近
辺
に
整
備
し
た
。
豪
雨

時
に
自
動
的
に
作
動
し
、
山
か
ら
の
雨
水
を

一
時
的
に
貯
水
す
る
。

　
　
　
　
　
高
浜
町
役
場
新
庁
舎
周
辺

（
国
道
含
む
）道
路
の
速
度
制
限
は
30
㎞
が

適
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

国
道
、
県
道
は
速
度
制
限
30
㎞
は
適

用
さ
れ
ず
町
道
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
。

　
　
　
　
　
町
道
の
整
備（
草
刈
り
）を
予

算
を
立
て
て
毎
年
や
っ
て
ほ
し
い
。
草
刈

り
は
1
日
5
〜
6
人
ぐ
ら
い
で
出
来
る
の

で
高
額
で
は
な
い
。

　
　
　

特
別
に
必
要
な
と
こ
ろ
は
区
長
を
通

し
て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
で
有
名
に

な
っ
た
の
に
、
夏
、
国
道
27
号
線
沿
い
に

ぺ
ん
ぺ
ん
草
が
生
え
て
い
た
。

　
　
　

和
田
観
光
協
会
と
も
協
議
す
る
。

　
　
　
　
　
11
月
6
日
の
高
浜
町
文
化
祭

で
文
化
会
館
の
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
が
、
貯
水
設
備（
地
下
）の
上
を
駐
車
場

と
し
て
利
用
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
集
団
営
農
組
織
と
し
て
活
動

し
て
い
る
が
資
金
的
に
苦
労
し
て
い
る
。

機
械
購
入
の
補
助
制
度
が
あ
る
事
は
承
知

し
て
い
る
が
条
件
が
一
致
し
な
い
。

　
　
　

我
々
も
地
区
の
方
々
の
苦
労
は
承
知

し
て
お
り
、
何
か
使
い
勝
手
の
良
い
補
助
制

度
を
模
索
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
議
員
と
語
ろ
う
会
へ
の
出
席

数
が
少
な
い
が
参
加
人
数
を
増
や
す
方
法

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

各
種
団
体
へ
の
動
員
も
考
え
ら
れ
る

が
、
町
民
の
切
な
る
要
望
、
考
え
を
お
聞
き

す
る
の
が
本
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
周
辺
に
荒
廃
地
が
あ
る
が
、

整
備
を
行
い
薬
草
を
植
え
た
い
。

　
　
　

獣
害
対
策
用
の
薬
草
を
栽
培
し
て
は

ど
う
か
。
製
薬
会
社
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、

薬
草
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
幹
線
は
、
町
発
展
の
起
爆

剤
と
な
り
得
る
の
か
。

　
　
　

議
会
と
し
て
町
の
発
展
を
考
慮
し
、

米
原
ル
ー
ト
以
外
の
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
新
た
な
住
宅
地
の
行
政
区
加

入
に
つ
い
て
。

　
　
　

各
地
区
で
も
問
題
が
あ
る
事
は
承
知

し
て
い
る
が
双
方
が
理
解
し
解
決
し
て
頂
き

　

11
月
8
、
9
日
、
町
内
４
地
区
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
大
変
多
く
の
町
民
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
貴
重
な
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
の
内
容
が
分
か

り
に
く
く
、
他
の
広
報
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
多
い
為
、
全
て
を
読
む
の
は
無
理
。

そ
れ
で
捨
て
て
し
ま
う
。

　
　
　

わ
か
り
や
す
い
内
容
等
と
な
る
よ
う

写
真
も
増
や
し
努
力
改
善
す
る
。

　
　
　
　
　
青
葉
山
麓
の
薬
草
栽
培
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

　
　
　

青
葉
山
の
環
境
保
護
、
外
国
資
本
に

よ
る
土
地
買
い
占
め
の
た
め
防
御
は
行
政
と
連

携
し
て
進
め
て
行
き
た
い
。
大
阪
万
博
の
テ
ー

マ「
長
寿
と
健
康
」と
の
連
携
に
期
待
す
る
。

回
答

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

回
答

意
見
・
質
問

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

意
見
・
質
問

回
答

回
答

意
見
・
質
問

意
見
・
質
問

年

頭

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一覧
表・討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

議
員
と
語
ろ
う
会

議員と
語ろう会
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と
同
じ
60
m
で
行
い
、必
要
な
ら
延
長
す
る
。

　
　
　
　
　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で
、
一

軒
家
を
借
り
る
場
合
、
賃
貸
だ
っ
た
が
、

途
中
で
買
取
に
変
わ
っ
た
。

　
　
　

行
政
に
賃
貸
で
利
用
で
き
る
よ
う
改

善
提
案
す
る
。。

　
　
　
　
　
仕
事
は
あ
る
、
住
む
と
こ
ろ

が
な
い
。
住
む
と
こ
ろ
が
な
さ
す
ぎ
。
定

住
で
き
る
環
境
を
。

　
　
　

若
者
を
定
着
さ
せ
る
政
策
が
必
要
だ

と
思
う
。
ア
パ
ー
ト
で
は
な
く
空
き
家
を
利

用
す
る
現
行
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
町
外
か
ら
来
て
結
婚
が
し
や

す
く
、
子
供
を
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え

て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

議
会
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
努
力
し

た
い
。
町
民
も
声
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
鳥
獣
害
予
算
は
平
成
28
年
度

は
い
く
ら
で
来
年
も
あ
る
の
か
。

　
　
　

総
額
１
億
円
は
超
え
て
い
る
と
思

う
。
下
が
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
防
護
柵
の
補
助
金
は
申
請
す

れ
ば
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
先
着
順
な
の

か

　
　
　

最
近
は
予
算
が
足
ら
な
い
事
は
な

い
。
但
し
補
助
額
に
制
限
が
あ
る
。

　
　
　
　
　「
広
報
た
か
は
ま
」の
他
に
配

り
物
が
8
〜
9
枚
来
る
。
配
り
物
を「
広

報
た
か
は
ま
」に
集
約
で
き
な
い
か
。

　
　
　

秋
は
イ
ベ
ン
ト
事
が
多
い
。
各
団
体

か
ら
配
布
物
が
出
て
い
る
。
集
約
が
出
来
な

い
事
情
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
し
く
出
来
る
日
引
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
防
波
堤
は
、
浮
防
波
提
と
同

じ
長
さ
と
聞
い
て
い
る
が
も
う
少
し
延
長

し
な
い
と
防
波
堤
と
し
て
機
能
を
し
な
い

の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
工
事
予
定
は
。

　
　
　

平
成
25
〜
29
年
ま
で
基
礎
部
の
捨
て

石
作
業
が
進
行
中
で
、
旧
浮
防
波
堤
の
長
さ

　
　
　

中
央
体
育
館
が
完
成
す
れ
ば
多
少
改

善
す
る
。
当
施
設
は
補
助
金
の
関
係
上
、
目

的
外
使
用
は
３
年
ぐ
ら
い
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
文
化
会
館
の
駐
車
場
が
満
杯

の
時
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
利
用
出
来
れ
ば
便
利
。

　
　
　

赤
ふ
ん
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
対
策
で
、
平

成
29
年
4
月
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
は
。

　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
無
償
が
、
18
歳
ま

で
拡
大
。
保
育
料
は
第
3
子
以
上
は
無
料
に

加
え
第
2
子
は
無
条
件
で
半
額
。

　
　
　

有
線
放
送
設
備
が
あ
る
為
、
数
年
は

そ
の
ま
ま
。
跡
地
の
利
用
は
未
定
。

　
　　

　
　
　
　
中
央
区
で
は
人
口
減
少
化
に

よ
り
、
区
長
等
の
役
員
不
足
で
あ
る
。
区

長
報
酬
を
上
げ
て
み
れ
ば
。

　
　
　

ど
の
地
区
も
同
じ
で
難
し
い
問
題
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
中
津
海
の
国
道
交
差
点
に
お

い
て
、
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
予
算
化
さ
れ
た
の
で
、

改
善
す
る
。
国
道
交
差
点
の
改
良
を
国
に
要

望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
南
区
の
神
社
前
踏
切
付
近
の

歩
道
を
車
道
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
て
歩
道
と
な
っ

た
が
、
改
め
て
区
長
と
相
談
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
高
浜
町
火
葬
場
の
建
替
計
画

は
。

　
　
　

嶺
南
広
域
で
や
る
事
と
な
っ
て
い
る

が
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
観
自
庵
の
付
帯
決
議
の
意
義

に
つ
い
て
。

　
　
　

付
帯
条
件
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
監

視
し
て
い
く
。

た
い
。

　
　
　
　
　
湯
谷
の
雨
水
対
策
施
設
は
。

　
　
　

高
浜
駅
周
辺
の
冠
水
対
策
用
設
備
と

し
て
湯
谷
集
会
所
近
辺
に
整
備
し
た
。
豪
雨

時
に
自
動
的
に
作
動
し
、
山
か
ら
の
雨
水
を

一
時
的
に
貯
水
す
る
。

　
　
　
　
　
高
浜
町
役
場
新
庁
舎
周
辺

（
国
道
含
む
）道
路
の
速
度
制
限
は
30
㎞
が

適
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

国
道
、
県
道
は
速
度
制
限
30
㎞
は
適

用
さ
れ
ず
町
道
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
。

　
　
　
　
　
町
道
の
整
備（
草
刈
り
）を
予

算
を
立
て
て
毎
年
や
っ
て
ほ
し
い
。
草
刈

り
は
1
日
5
〜
6
人
ぐ
ら
い
で
出
来
る
の

で
高
額
で
は
な
い
。

　
　
　

特
別
に
必
要
な
と
こ
ろ
は
区
長
を
通

し
て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
で
有
名
に

な
っ
た
の
に
、
夏
、
国
道
27
号
線
沿
い
に

ぺ
ん
ぺ
ん
草
が
生
え
て
い
た
。

　
　
　

和
田
観
光
協
会
と
も
協
議
す
る
。

　
　
　
　
　
11
月
6
日
の
高
浜
町
文
化
祭

で
文
化
会
館
の
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
が
、
貯
水
設
備（
地
下
）の
上
を
駐
車
場

と
し
て
利
用
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
集
団
営
農
組
織
と
し
て
活
動

し
て
い
る
が
資
金
的
に
苦
労
し
て
い
る
。

機
械
購
入
の
補
助
制
度
が
あ
る
事
は
承
知

し
て
い
る
が
条
件
が
一
致
し
な
い
。

　
　
　

我
々
も
地
区
の
方
々
の
苦
労
は
承
知

し
て
お
り
、
何
か
使
い
勝
手
の
良
い
補
助
制

度
を
模
索
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
議
員
と
語
ろ
う
会
へ
の
出
席

数
が
少
な
い
が
参
加
人
数
を
増
や
す
方
法

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

各
種
団
体
へ
の
動
員
も
考
え
ら
れ
る

が
、
町
民
の
切
な
る
要
望
、
考
え
を
お
聞
き

す
る
の
が
本
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
周
辺
に
荒
廃
地
が
あ
る
が
、

整
備
を
行
い
薬
草
を
植
え
た
い
。

　
　
　

獣
害
対
策
用
の
薬
草
を
栽
培
し
て
は

ど
う
か
。
製
薬
会
社
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、

薬
草
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
幹
線
は
、
町
発
展
の
起
爆

剤
と
な
り
得
る
の
か
。

　
　
　

議
会
と
し
て
町
の
発
展
を
考
慮
し
、

米
原
ル
ー
ト
以
外
の
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
新
た
な
住
宅
地
の
行
政
区
加

入
に
つ
い
て
。

　
　
　

各
地
区
で
も
問
題
が
あ
る
事
は
承
知

し
て
い
る
が
双
方
が
理
解
し
解
決
し
て
頂
き

　

11
月
8
、
9
日
、
町
内
４
地
区
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
大
変
多
く
の
町
民
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
貴
重
な
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
の
内
容
が
分
か

り
に
く
く
、
他
の
広
報
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
多
い
為
、
全
て
を
読
む
の
は
無
理
。

そ
れ
で
捨
て
て
し
ま
う
。

　
　
　

わ
か
り
や
す
い
内
容
等
と
な
る
よ
う

写
真
も
増
や
し
努
力
改
善
す
る
。

　
　
　
　
　
青
葉
山
麓
の
薬
草
栽
培
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

　
　
　

青
葉
山
の
環
境
保
護
、
外
国
資
本
に

よ
る
土
地
買
い
占
め
の
た
め
防
御
は
行
政
と
連

携
し
て
進
め
て
行
き
た
い
。
大
阪
万
博
の
テ
ー

マ「
長
寿
と
健
康
」と
の
連
携
に
期
待
す
る
。
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第129号

　
新
庁
舎
が
完
成
し
12
月
議
会
が
旧

庁
舎
議
場
で
の
最
後
の
議
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
議
場
で
、
時
に
は
口
角
泡
を

飛
ば
し
、
あ
る
い
は
厳
粛
に
、
幾
多

の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

高
浜
町
議
会
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た

議
場
と
の
別
れ
は
寂
し
く
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
高
浜
町
は
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
と
い
う
新
た
な
行
政
課

題
に
直
面
し
そ
の
解
決
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
感
慨
に
ふ
け
る
時
間
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
気
を
引
き
締
め
、
新
庁
舎
の
議
場

で
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
議
論
を

展
開
し
、
高
浜
町
民
の
付
託
に
応
え

ら
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
文
責
　
小
幡
　
憲
仁

　
広
報
特
別
委
員
会

16第 129 号

議場が新しくなりました！

ありがとう、旧庁舎議場
最後に議員全員で記念撮影をしました

　平成28年12月17日、新庁舎公民館落成式
が行われました。平成29年1月4日より新庁舎
での運営がスタートします。新しい新庁舎では、
議場は３階になっており、車いすでも傍聴でき
るようスロープが設置されています。また、以
前の傍聴席よりぐっと距離が縮まりました。
　今まで原則傍聴可能であった全員協議会室で
すが、傍聴者のスペースが充分に確保できない
という問題から、現実傍聴ができないという問
題がありました。新庁舎では全員協議会でも傍
聴者席が最初から確保されています。

　築50年の旧庁舎、この議場でたくさんの議案が審議され、
議論が飛び交い、採決されてきました。高浜町の歴史のつまっ
た議場です。今後、有線放送設備があるため、数年は旧庁舎
の取り壊しは行われません。その間、旧庁舎跡がどのように
活用されるか、未だに決定されていませんが、有効に活用さ
れるよう今後町民の皆様と協議を重ね、より良い地域活性の
場となることを願います。長い間ありがとうございました。

　議場で行われる本会議ももちろんですが、全員協議会や委員
会での議論は深く踏み込んでおり、とても面白く分かりやすい
ものになっております。これからも開かれた議会を実現する為、
我々町議会も心機一転、努めてまいりますので是非傍聴にお越
しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　（児玉千明）

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

井
上
　
順
也

西
野
　
朋
宏

小
幡
　
憲
仁

大
塚
ひ
と
み

釣
本
　
音
次

児
玉
　
千
明

旧庁舎議場

新庁舎 議場

新庁舎 全員協議会室
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